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え方を踏まえた各種の環境デザイン 仕事に携わ いた。そうしたなか、記念館の全体計画を監修していた建築家の故木島安史氏より、次のような説明と依頼を受けた。…竹田の城下町の一角に 岡藩藩主中川家の家臣だっ 岩瀬家の屋敷がある。現在は一般住宅として使われているその建物と敷地 、竹田市が買い取り「廉太郎記念館」を開設するに当り、家屋は瀧家 住んでい 明治
20年代の状態に復元するが、庭についてはその手法は
使えない。記念館の主人が、我が国西洋近代音楽揺籃期における最初の本格的な作曲 ひとりな で、庭園デザインにおいて音環境の面で何か特別な工夫をして欲い。
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成されてきた。寒冷な気候のな では、黒曜石等の石材から石器を作成する音が響いていたと思われる。温暖な気候となってからは、現代にも通じる里山的な音風景が広がっていたはずである。・池は水の物理的な供給地に留まらず、人々を救う「聖なる空間」として地域の暮らしを支えた歴史が織り込まれた「トポス」を形成している。中ノ島には水の女神を祀る市杵島神社 あり、太鼓を叩いて 「ホーホィ、ナンボエ〜」と唱えながら歩く雨乞 行事が行われていた。・池の旧名は「遅野井」で、その名に関し は「頼朝の遅野井伝説」がある。池近くに位置する井草八幡宮の
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